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応力（Critical Resolved Shear Stress, CRSS）が著しく大きく，
活動が容易ではない．そのため塑性変形には，すべりに加






















すべり系におけるすべり速度   には次式を仮定する 17, 
18)． 
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ただし   は分解せん断応力，  Y

 はすべり抵抗， 0 は
参照すべり速度，mはひずみ速度敏感性指数， q は自己









面-2<c + a>すべり系（3つ），そして{10 1 2}<10 1 1 >引張
双晶系（6 つ）を考慮した．なお Mg では，変形後期に
{10 1 1}<10 1 2 >圧縮双晶が形成することが報告されてい
る 21)が，本稿では一様伸びの範囲内での変形を対象とす
るため，以下では{10 1 1}双晶は無視する． 
すべり系の種類に応じて，加工硬化率 hは以下の 2種類
の式で与える 19)． 
0h h                    (2) 
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  0  ，すなわち c 軸を伸張させる方向に応力が作用す
る場合のみ双晶が形成しうると仮定する．双晶系の形成
に伴って生じる双晶体積率  f  を次式で定義する． 
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 を定めておき，毎ステップで  f  と  thf
 を
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      (7) 
表 1 同定されたパラメータの一例 29) 
底面 柱面 錐面<c+a> 双晶
/MPa 10 100 100 45
/MPa - 726 365 -



















































































































































































































































































図 5 予変形を受けたMg合金圧延板における応力― 


































































図 7 繰り返し引張－除荷を受けるMg合金圧延板の 
応力－ひずみ線図 12) . 
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CRSS に対して Hall-Petch 則が成り立つと仮定し，文献 31)
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